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妊娠期から子育て期にわたる切れ目

のないサポートを行います

　市では、右図のような子育てをサポートす

る事業を行っています。

　各ご家庭のお子さんの成長に合わせて、ぜ

ひご活用ください。

・はじめての妊娠でわからないことばかり…

・産後に受けられるサービスや制度は？

・近くの遊び場を知りたい

・ イヤイヤ期でイライラしてしまう

・ことばの発達が気になる

・ 離乳食が進まないから相談したい

　このような時も一人で悩まずに、お気軽に

ご相談ください。窓口のほか電話でも相談対

応しています。ご相談いただいた内容によっ

ては、保健師などによる家庭訪問も行ってい

ます。

母子健康手帳の交付は「やちっこ」へ

　母子健康手帳の交付は「やちっこ」（母子保

健課）のみで行っています。

　持ち物や最新の情報につ

いては、右のコードから市

ＨＰをご確認ください。

出産・子育て応援給付金を準備中

　市では、妊娠時から出産・育児に寄り添う

相談支援と経済的支援（出産・子育て応援給

付金）を実施する準備を進めています。詳細

が決まり次第、市ＨＰへ掲載するとともに対

象者には郵送でお知らせします。

　「やちっこ」は妊娠・出産・子育てを応援する相談窓口です。妊娠

中や産後の不安や疑問、子育ての困りごとなどを保健師や助産師等が

伺い、妊産婦、乳幼児等とその保護者に寄り添いながらサポートします。

　相談内容によっては関係機関と連携しながら切れ目のない支援を行

います。お気軽にご相談ください。

 ～あなたの妊娠・出産・子育てを応援します～～あなたの妊娠・出産・子育てを応援します～

母子保健課 482-9533（相談専用）

〒276-0042ゆりのき台2-10（保健センター内）

子育て世代包括支援センター

「やちっこ」

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター「「やちっこやちっこ」」

　子どもは日々成長し、こわいもの知らずで

好奇心が強く、大人が想像できないような遊

び方をします。また、頭が大きくバランスを

失いやすい特徴があり、転落して命にかかわ

る事故になることもあります。

●発達に従って起きやすい転落事故

　生後３か月頃：ベッド・ソファーから転落、

生後８か月頃：歩行器・階段から転落、生後

10か月頃：椅子から転落、浴槽への転落、１

歳半頃：窓・ベランダ・すべり台・ブランコ

から転落

＜転落による事故を防ぐために＞　①ベビー

子どもの転落事故に注意しましょう！
ベッドから離れる時は必ず柵を上まであげ

る、②オムツ交換台ではベルトを使用する、

③床にクッションマット等を敷く、④窓や浴

室のドアには高い位置に補助錠をつける、⑤

ベランダや窓の近くに物を置かない、⑥ベラ

ンダでは子どもだけで遊ばせない、⑦窓枠や

出窓に座って遊んだり、窓や網戸に寄りかか

ったりさせない、⑧子どもだけを家に残して

外出しないなど。子どもは家に保護者がいな

いと気づくと不安になって探し回ります。窓

を開けたり、ベランダから外の様子をのぞき

込むことも。数分であっても注意が必要です。

妊娠期

母子健康手帳交付 新生児訪問

パパとママの

子育て教室

プレママ教室
子育て支援

・子ども支援センターすてっぷ21

　地域子育て支援センター

・子ども相談センター

・ファミリーサポートセンター

・保育園　　　　　　　　　など

4か月児赤ちゃん広場

離乳食教室

幼児歯科健康診査

幼児健康診査

乳児健康診査

母子保健推進員訪問産後ケア事業

新生児聴覚検査

妊婦健康診査

妊婦歯科健康診査

出産 子育て期

■妊娠中から子育て期まできめ細かくサポート

◀
母
子
健
康
手
帳
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妊娠期から子育て期にわたる切れ目

のないサポートを行います

　市では、右図のような子育てをサポートす

る事業を行っています。

　各ご家庭のお子さんの成長に合わせて、ぜ

ひご活用ください。

・はじめての妊娠でわからないことばかり…

・産後に受けられるサービスや制度は？

・近くの遊び場を知りたい

・ イヤイヤ期でイライラしてしまう

・ことばの発達が気になる

・ 離乳食が進まないから相談したい

　このような時も一人で悩まずに、お気軽に

ご相談ください。窓口のほか電話でも相談対

応しています。ご相談いただいた内容によっ

ては、保健師などによる家庭訪問も行ってい

ます。

母子健康手帳の交付は「やちっこ」へ

　母子健康手帳の交付は「やちっこ」（母子保

健課）のみで行っています。

　持ち物や最新の情報につ

いては、右のコードから市

ＨＰをご確認ください。

出産・子育て応援給付金を準備中

　市では、妊娠時から出産・育児に寄り添う

相談支援と経済的支援（出産・子育て応援給

付金）を実施する準備を進めています。詳細

が決まり次第、市ＨＰへ掲載するとともに対

象者には郵送でお知らせします。

　「やちっこ」は妊娠・出産・子育てを応援する相談窓口です。妊娠

中や産後の不安や疑問、子育ての困りごとなどを保健師や助産師等が

伺い、妊産婦、乳幼児等とその保護者に寄り添いながらサポートします。

　相談内容によっては関係機関と連携しながら切れ目のない支援を行

います。お気軽にご相談ください。

 ～あなたの妊娠・出産・子育てを応援します～～あなたの妊娠・出産・子育てを応援します～

母子保健課 482-9533（相談専用）

〒276-0042ゆりのき台2-10（保健センター内）

子育て世代包括支援センター

「やちっこ」

子育て世代包括支援センター子育て世代包括支援センター「「やちっこやちっこ」」

　子どもは日々成長し、こわいもの知らずで

好奇心が強く、大人が想像できないような遊

び方をします。また、頭が大きくバランスを

失いやすい特徴があり、転落して命にかかわ

る事故になることもあります。

●発達に従って起きやすい転落事故

　生後３か月頃：ベッド・ソファーから転落、

生後８か月頃：歩行器・階段から転落、生後

10か月頃：椅子から転落、浴槽への転落、１

歳半頃：窓・ベランダ・すべり台・ブランコ

から転落

＜転落による事故を防ぐために＞　①ベビー

子どもの転落事故に注意しましょう！
ベッドから離れる時は必ず柵を上まであげ

る、②オムツ交換台ではベルトを使用する、

③床にクッションマット等を敷く、④窓や浴

室のドアには高い位置に補助錠をつける、⑤

ベランダや窓の近くに物を置かない、⑥ベラ

ンダでは子どもだけで遊ばせない、⑦窓枠や

出窓に座って遊んだり、窓や網戸に寄りかか

ったりさせない、⑧子どもだけを家に残して

外出しないなど。子どもは家に保護者がいな

いと気づくと不安になって探し回ります。窓

を開けたり、ベランダから外の様子をのぞき

込むことも。数分であっても注意が必要です。
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円

(92.6％増)
30億858万円

(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円

(2.7％増)
34億5,624万円

(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


